
特集・就職支援

31 大学と学生　2009.8

　

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
（
略
称
：
中
小
機
構
）

で
は
、
創
業
・
新
事
業
展
開
の
促
進
、
経
営
基
盤
の
強
化
、
経
営
環

境
変
化
へ
の
対
応
、
産
業
用
地
の
提
供
な
ど
中
小
企
業
政
策
の
実
施

機
関
と
し
て
多
様
な
支
援
ツ
ー
ル
を
用
意
し
て
お
り
、
中
小
企
業
へ

の
支
援
を
ト
ー
タ
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　
　

　

中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
„
人
づ
く
り
＂
の
た
め
に

は
、
全
国
九
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
大
学
校
に
て
、
中

小
企
業
支
援
担
当
者
等
に
対
す
る
研
修
と
、
中
小
企
業
の
経
営
者
・

管
理
者
等
に
対
す
る
専
門
的
な
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
二
一

年
度
に
は
約
二
万
七
千
人
の
受
講
実
績
が
あ
り
ま
す
。

一
．
中
小
企
業
の
雇
用
動
向

　

先
ず
、
中
小
企
業
の
現
下
の
雇
用
動
向
を
概
括
し
ま
す
。
先
頃
、

経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
で
は
、「
中
小
企
業
白
書
（
二
〇
〇
九
年

版
）」
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
中
小
企
業
の
雇
用

動
向
や
中
小
企
業
で
働
く
人
材
の
現
状
を
示
す
と
と
も
に
、
中
小
企

業
を
支
え
る
人
材
の
確
保
・
育
成
の
課
題
を
分
析
し
て
い
ま
す
の
で

引
用
し
ま
す
。（http://w

w
w
.chusho.m

eti.go.jp/pam
flet/

hakusyo/h21/h21_1/h21_pdf_m
okuji.htm

l

）

　

中
小
企
業
の
業
況
が
一
段
と
悪
化
し
、
中
小
企
業
全
体
の
雇
用
過

新
・
若
者
挑
戦
塾

～
既
卒
者
等
対
象
に
中
小
企
業
へ
「
橋
わ
た
し
」
～

岡�

崎�　

英�

治

（
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構　

経
営
基
盤
支
援
部　

審
議
役　

社
会
人
基
礎
力
支
援
室
長
）
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剰
感
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
不
足
感
の
あ
る
中
小
企
業
も

あ
り
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
お
り
、
人
員
が
不
足
し
て
い
る
中
小

企
業
へ
の
人
材
の
橋
渡
し
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
分
析
し

て
い
ま
す
。

・
業
種
別
：
サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
に
お
い
て
は
比
較
的
雇
用
の
過

剰
感
・
不
足
感
が
同
程
度
で
あ
る
一
方
、
製
造
業
や
卸
売
業
に
お

い
て
は
過
剰
感
が
不
足
感
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
な
ど
業
種
感

で
異
な
っ
て
い
る
。

・
職
業
別
：「
一
般
事
務
の
職
業
」
と
い
っ
た
職
業
で
過
剰
と
な
っ

て
い
る
一
方
、
技
術
者
や
医
療
福
祉
関
係
に
お
い
て
人
員
が
不
足

し
て
い
る
と
い
っ
た
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
の
景
気
回
復
局
面
に
お
い
て
、
中
小
企

業
の
主
力
の
高
校
卒
、
大
学
卒
を
問
わ
ず
大
企
業
へ
の
就
職
数
が
増

え
た
も
の
の
中
小
企
業
の
新
卒
採
用
は
厳
し
か
っ
た
と
い
え
、
こ
う

し
た
好
況
に
お
い
て
も
人
員
が
不
足
し
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
企
業

に
と
っ
て
は
今
が
人
材
確
保
の
好
機
と
い
え
る
。

　

中
小
企
業
白
書
の
分
析
結
果
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

あ
る
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
で
も
、
一
般
事
務
の

過
剰
感
、
輸
出
に
依
存
し
た
メ
ー
カ
ー
で
の
求
人
減
に
よ
り
就
職
説

明
会
へ
の
企
業
の
参
加
が
昨
年
に
比
し
減
少
し
た
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
す
。

二
．「
新
・
若
者
挑
戦
塾
」
実
施
の
背
景

　

経
済
産
業
省
で
は
、
こ
う
し
た
現
下
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
改
善

に
資
す
る
た
め
全
二
〇
事
業
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
平

成
二
〇
年
度
二
次
補
正
予
算
の
「
中
小
・
小
規
模
企
業
の
た
め
の
人

材
対
策
事
業
」
を
展
開
し
て

お
り
、
当
機
構
の
実
施
す
る

合
宿
型
基
礎
力
養
成
研
修

（
呼
称
「
新
・
若
者
挑
戦
塾
」）

は
、
大
企
業
に
向
か
い
が
ち

な
人
材
を
、
地
域
の
中
小
企

業
に
橋
渡
し
す
る
事
業
の
位

置
づ
け
に
あ
り
、
全
国
中
小

企
業
団
体
中
央
会
か
ら
委
託

を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で

す
。

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w
.

chusho.m
eti.go.jp/keiei/

koyou/jinzai.htm

）

■
研
修
の
目
的

　
「
新
・
若
者
挑
戦
塾
」
は
、

表 1　〈平成 21 年度事業計画〉
開催校 所在地 開講日程

東京校 東京都東大和
市

平成 21 年 6 月、10 月、
平成 22 年 1�月（3�回）

三条校 新潟県三条市 平成 21 年 12 月（1回）
広島校 広島県広島市 平成 22 年 1 月（1回）
※��平成 21�年度の研修計画は 5�回開催。�
受講者総数 200�名。
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内
定
取
消
し
者
や
求
職
者
（
既
卒
）、
非
正
規
雇
用
者
な
ど
を
主
な

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
社
会
人
に
必
要
な
基
礎
力
や
中
小
企
業
経
営

に
関
す
る
実
践
的
知
識
の
習
得
、
得
意
分
野
の
発
見
・
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
合
宿
型
研
修
で
、
中
小
企
業
へ
就
職
し
て
「
即
戦
力
」
と

し
て
活
躍
で
き
る
人
材
の
養
成
が
目
的
で
す
。

︿
第
一
回
開
催
概
要
﹀

①
開
催
日
時　

平
成
二
一
年
六
月
二
二
日
㈪
～
九
月
一
五
日
㈫

②
受
講�

対
象
者　

二
〇
代
か
ら
三
〇
代
前
半
の
男
女
と
し
、
内
定
取

消
し
者
、
既
卒
の
求
職
者
等

③
研
修
期
間　

約
三
ヵ
月
間
（
約
三
〇
〇
時
間
）

④
定
員　

四
〇
名

⑤
受
講�

料　

無
料
。
大
学
校
の
宿
泊
料
は
七
〇
〇
円
（
食
事
代
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
）。そ
の
他
、校
外
研
修
時
に
係
る
交
通
費
、

宿
泊
費
等
は
三
〇
〇
〇
〇
円
（
上
限
の
目
安
）
実
費
負
担
。

⑥
会
場　

中
小
企
業
大
学
校�

東
京
校

■
本
研
修
で
育
て
た
い
人
材
像

①
「
気
づ
く
」「
考
え
る
」「
行
動
す
る
」
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
工
夫

し
て
繰
り
返
し
出
来
る
、
指
示
待
ち
型
で
な
い
自
律
型
人
材

②
チ
ー
ム
で
働
く
こ
と
を
楽
し
み
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
の
出
来
る

人
材

③
志
（
夢
）
を
持
っ
て
企
業
へ
就
職
し
、
企
業
と
と
も
に
育
ち
た
い

と
思
え
る
人
材

・若手求職者
・内定取消者

中小・小規模企業

中小機構
研修（3ヶ月間：中小企業大学校東京校、三条校、広島校開催）

①中小企業大学校の豊富な研修経験・ノウハウ
②中小機構の企業・関係機関とのネットワーク

橋渡し

○社会人基礎力のアップ
○即戦力化するためのスキル修得
○中小企業経営の魅力、強み・弱み
＜本事業のセールスポイント＞
自信をつけ、企業の即戦力人材の養成

○求職者情報
○本事業支援の応援（団）
＜本事業のセールスポイント＞
新入社員教育を十分にした人材確保
（優秀な人材確保のチャンス）

新・若者挑戦塾の事業スキーム

国外インターンシップ
等

社会人基礎力のアップ社会人基礎力のアップ

図１
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④
自
分
の
ト
ン
ガ
リ
（
得
意
技
・
得
意

分
野
）
の
発
見
と
習
得
を
志
向
す
る

人
材�

　

研
修
を
通
じ
て
、
重
視
し
て
い
る
の

は
、
自
ら
動
く
こ
と
が
で
き
る
自
律
型

人
材
を
企
業
が
求
め
て
い
る
点
で
す
。

ま
た
、
研
修
の
手
法
も
、
個
人
ワ
ー
ク

の
他
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
イ
ン
グ
等
「
参
加
型
」
の
研
修
を

多
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
講
生
が
切
磋
琢
磨
し
、
三
ヶ
月
後
に
は
結

果
と
し
て
力
が
つ
き
、
受
講
生
自
身
に
自
信
が
つ
く
よ
う
配
慮
し
て

い
ま
す
。

■
各
研
修
テ
ー
マ
一
覧

●
テ
ー
マ
一
「
中
小
企
業
経
営
」

　

受
講
生
に
は
、
先
ず
中
小
企
業
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
就
職
し
た
会
社
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
考

え
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
習
得
し
、
会
社
全
体
を
見
渡
し
、
自
部
門
と
自

身
の
役
割
、
自
社
及
び
自
部
門
で
の
問
題
点
と
課
題
、
自
身
の
や
る

べ
き
課
題
を
設
定
で
き
、
上
司
と
も
建
設
的
な
議
論
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

財
務
、
仕
入
・
販
売
、
生
産
、
組
織
・
人
事
な
ど
の
各
分
野
は
、

企
業
か
ら
も
各
分
野
の
基
本
が
分
か
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
レ
ベ

ル
と
し
て
い
ま
す
。

●
テ
ー
マ
二　
「
社
会
人
基
礎
力
」

　

受
講
生
に
、
朝
出
勤
し
て
か
ら
退
社
す
る
間
、
会
社
か
ら
期
待
さ

れ
る
行
動
が
で
き
る
と
と
も
に
、
自
律
型
人
材
と
し
て
工
夫
し
た
行

動
が
繰
り
返
し
で
き
る
よ
う
な
人
材
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
本
研
修
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、「
心
・
体
・
国
語
力
」
を
鍛

え
る
科
目
を
設
け
、
座
禅
、
茶
道
、
経
営
に
通
じ
る
兵
法
書
の
群
読
、

課
外
で
の
読
書
を
通
じ
た
「
徹
底
的
読
書
会
」
も
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。

●
テ
ー
マ
三　
「
ト
ン
ガ
リ
（
得
意
技
・
得
意
分
野
）
を
創
る
」

　

仕
事
を
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
始
め
、
企
画

書
作
成
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
を
身
に
つ
け
ま
す
。

ま
た
、テ
ー
マ
別
に
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

得
意
技
・
得
意
分
野
を
発
見
、
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。
簿
記
・
販
売

士
・
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
等
資
格
取
得
を
目
指
し
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
げ
ま
す
。

三
．
本
研
修
と
就
職
支
援

　

本
研
修
の
就
職
支
援
は
、
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
前
半
の
既
卒
者
に

対
す
る
中
小
企
業
へ
の
「
橋
渡
し
」
支
援
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
な

就
職
支
援
は
、
以
下
の
内
容
で
す
。
受
講
生
が
研
修
期
間
中
に
就
職

考える

気づく行動する

図 2
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表 2　研修テーマ一覧
研修テーマ 研修目的

中小企業
経営

経営者ライブ 経営者講話を聞き、中小企業経営の醍醐味を知る（2回）

企業等視察 魅力的な企業の現場を視察し、経営幹部から講話を聞く

経営総論 中小企業経営を鳥瞰し、企業を見るポイントを学ぶ

経営戦略・経営計画
企業の経営戦略そして具体化するための経営計画策定に
ついて、経営各論を学んだ後に、総括的に学ぶ

経 営
各論

財務 実践的な財務について演習を交えて 2回に分けて学ぶ

仕入・販売
実践的な仕入・販売について演習を交えて 2回に分けて
学ぶ

生産 実践的な生産現場を見るポイントについて学ぶ

組織・人事 実践的な組織・人事のポイントについて学ぶ

国際化 中小企業の国際取引・投資を考える

社会人
基礎力�

チームビルディング
各種のアクティビティを通じて体験からチームビルディ
ングを体験

自己革新 自律型人材への振り返り、自己を変える

キャリアプランニング 人生の生き方を考え人生をデザインする

体を鍛える
受講生の体を鍛えるとともに、受講生同士との交流・チ
ームでの行動を通じ、チームでの行動の意義を実感させ
る

心を鍛える 禅、茶道等の体験を通じて、心（精神）を鍛える

ロジカルシンキング 論理力を身につける

タイムマネジメント
仕事はタイムマネジメントの手法により、効率を高める
ことができる。自らの時間管理を考える

ビジネスマナー
ビジネスの基本であるマナーについて演習を通じて身に
つける。学んだら研修の場で実践する

コミュニケーション 他人を自律化させる手法として有効なコーチング的手法
と効果的な会議の進め方を学ぶ

国語力を鍛える
読み書き（テスト）の他、兵法書等の古典に触れ、読書
を通じ、社会人にふさわしい国語力を鍛える。読書はグ
ループ内討議を行う

トンガリ
を創る

パソコンスキル　　
今、パソコンスキルは企業内では必須である。他の演習
時に活用させスキルアップさせる（3回）

企画書・プレゼンテーシ
ョン

発想法を踏まえた、効果的な企画書の作成とプレゼンテ
ーションを学ぶ

ゼミナール　
ＩＴ、財務、仕入・販売、生産、英会話。資格取得も視
野する

就職支援
会社説明会を実施する。業界情報・企業情報を知る機会
とする他、企業の協力を得て受講生の評価をしてもらう
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を
決
め
る
、
ま
た
研
修
修
了
後
の
早
い
時
期
に
就
職
し
て
も
ら
い
た

い
、
と
い
っ
た
思
い
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
受
講
生
自
身
の

就
職
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
支
援
で
す
。

　

①
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
と
会
社
説
明
会

　

本
研
修
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
を
「
応
援
団
」
と
し
て

組
織
化
し
て
お
り
、
一
〇
〇
社
強
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

（http://kisoryoku.sm
rj.go.jp/

）。
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
は
、�

研

修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
「
会
社
説
明
会
（
わ
が
社
自
慢
・
欲
し
い
人

材
）」
へ
の
参
加
検
討
、
受
講
生
が
就
職
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

採
用
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
で
す
。�

研
修
の
一
環
と
し

て
実
施
し
ま
す
が
、
業
界
、
企
業
を
知
る
と
い
っ
た
職
域
を
拡
げ

る
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。

　

②
リ
ク
ル
ー
ト
日
の
設
定

　

受
講
生
の
自
主
的
な
活
動
日
を
六
日
間
程
度
設
定
し
て
い
ま

す
。受
講
生
の
計
画
的
な
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

③
「
リ
ク
ル
ー
ト
情
報
交
換
会
（
課
外
）」

　

課
外
に
、
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
の
情
報
交
換
会
を
設
置
し
、
受
講

生
の
自
主
的
な
情
報
交
換
会
の
場
を
設
け
ま
す
。

　

④
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
シ
ー
ト
」
の
作
成

　

研
修
後
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、�

ゼ
ミ
ナ

ー
ル
や
研
修
で
の
行
動
結
果
を
自
身
が
工
夫
し
て
作
成
し
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
シ
ー
ト
（「
研
修
行
動
結
果
」）
を
証
明
書
と
し
て

発
行
し
、
今
後
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�

⑤
そ
の
他
、
就
職
に
関
す
る
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
課
外

で
の
個
別
相
談
に
応
じ
る
他
、
リ
ク
ル
ー
ト
に
係
る
「
国
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」
な
ど
の
他
機
関
が
実
施
す
る
支
援
情
報
も

提
供
し
ま
す
。�

四
．�「
新
・
若
者
挑
戦
塾
」
に
対
す
る
期
待

　
「
新
・
若
者
挑
戦
塾
」
の
「
新
」
は
、
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
前
半

の
既
卒
の
求
職
者
に
対
し
て
、
長
期
・
合
宿
型
で
研
修
し
、「
中
小

企
業
へ
橋
渡
し
」
し
よ
う
と
す
る
研
修
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。

　

今
回
の
研
修
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
小
企
業
向
け
研
修
に
な
い
、
受

講
生
自
身
だ
け
で
は
な
い
ご
家
族
の
期
待
も
大
き
い
も
の
を
感
じ
ま

し
た
。
受
講
の
応
募
書
類
に
は
、
受
講
生
の
「
推
薦
状
」
を
お
願
い

し
ま
し
た
が
、
多
く
は
親
か
ら
の
も
の
で
、
子
を
思
う
気
持
ち
が
溢

れ
、
ご
家
族
の
大
き
な
期
待
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
本
事
業
の
重

さ
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
企
業
へ
就
職
し
て
三
年
以
内
に
三
割
以
上
が
企

業
を
辞
め
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
大
学
に
と
り
既
卒
の
求
職

者
の
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
信
頼
感
の
あ
る
事
業
と
な
る
よ
う
引
き
続

き
研
修
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
新
・
若
者
挑
戦
塾　

hp�http://kisoryoku.sm
rj.go.jp/�

）




